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信
仰
を
つ
な
げ
る
た
め
に

先
日
、
福
岡
の
実
家
で
、
祖
母
の
五
年
祭
を
執
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。私
が
斎
主
を
、二
人
の
弟
が
祭
員
と
司
会
を
務
め
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
線
状
降
水
帯
が
九
州
に
発
生
し
、
非
常
に
激
し
い
雨
が
降

る
中
で
の
祭
典
で
し
た
が
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
仕
え
い
た

し
ま
し
た
。
一
同
が
揃
っ
て
奏
上
す
る
「
神
言
」
の
言
霊
が
と
て
も

す
が
す
が
し
く
、
祖
母
が
喜
ん
で
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で

嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
亡
き
祖
父
母
が
、
生
前
、
常
々
言
っ
て
い
た
こ
と
は
、「
必
ず
大
本

葬
で
見
送
っ
て
ほ
し
い
」
で
し
た
。
特
に
祖
父
は
、
病
院
へ
見
舞
い

に
行
っ
た
時
、
自
分
の
葬
儀
で
使
う
祭
具
な
ど
の
場
所
を
何
度
も
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
祭
具
の
中
に
は
、
丁
寧
に
た
た
ま
れ
た

祭
服
や
遺
影
、
誄
詞
ま
で
作
っ
て
用
意
し
て
あ
り
ま
し
た
。

 

「
最
後
は
大
本
葬
で
」。
祖
父
母
の
大
本
信
仰
に
対
す
る
強
い
信
念
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
駐
在
宣
伝
使
と
し
て
巡
回
し
て
い
る
と
、
大
本
の
信
仰
家
庭
で
も

他
宗
の
儀
礼
で
葬
儀
を
さ
れ
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
子
供
に
き
ち
ん
と
ご
自
身

の
お
気
持
ち
を
伝
え
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
四
代
教
主
さ
ま
は
、「
せ
め
て
宣
伝
使
に
な
っ
た
以
上
、
亡
く
な
る

と
き
は
最
後
の
自
分
の
つ
と
め
と
し
て
大
本
式
で
お
葬
式
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
常
々
子
供
た
ち
に
言
う
か
、
遺
言
で
書

い
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
く
、
も
う
あ
そ
こ
の
家
は
大
本
の
信
仰
が
続
い
て
な
い
か
ら
、

後
は
難
し
い
だ
ろ
う
と
言
っ
て
お
り
ま
し
て
も
、
大
本
式
で
の
葬
儀

を
見
て
感
動
さ
れ
て
、
遺
族
が
大
本
を
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
入
信
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
列
席
し
た
親
戚
の
人
が
葬
儀
に
感
動
し
、
大
本
信
徒
に
な
り
た
い

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
私
の
身
近
に
も
あ
り
ま
し
た
」（『
お
ほ
も
と
』

誌
つ
る
か
め
日
誌
）
と
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
大
本
信
仰
を
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
つ
な
が
る
大
切
な
バ

ト
ン
の
一
つ
に
、
大
本
葬
祭
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

	

　
愛
善
宣
教
課
長
　
西
　

山 

桂
　

一
　

郎



令和３年（2021）
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日
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）
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前
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時時
3030
分
〜
分
〜

　
　
開
教
１
２
９
年
　
大
本
開
祖
大
祭
遥
拝
祭

　
　
開
教
１
２
９
年
　
大
本
開
祖
大
祭
遥
拝
祭

　　
1144
日日
（（
日日
））
午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
秋
季
大
祭

東
光
苑
秋
季
大
祭

　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三
詣
り

新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三
詣
り

1177
日
（
水

日
（
水
））  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

（
配
信
）

　　  

講
題
講
題    

大
本
の
南
米
宣
教
〜
伯
光
苑
編
〜

大
本
の
南
米
宣
教
〜
伯
光
苑
編
〜

　
　
　

　
　
　
　　

講
師
講
師    

藤
本
和
治

藤
本
和
治
（
大
本
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
ー
ア
所
長
）

（
大
本
イ
ン
テ
ル
ナ
ツ
ィ
ー
ア
所
長
）

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご

※
行
事
の
延
期
や
中
止
、
祭
典
の
参
拝
を
ご

遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可

遠
慮
い
た
だ
く
な
ど
、
予
定
を
変
更
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

能
性
が
あ
り
ま
す
。

東光苑月次祭の参拝について
　

　東光苑月次祭は、緊急事態宣言中はご参拝をご遠慮いただき、緊急

事態宣言が解除されれば、各機関からの代表参拝とさせていただきま

す。皆さまにはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力のほど

よろしくお願いいたします。

　なお、祭典の模様は、大本東京本部の信徒専用ページからライブ配

信いたします。また、通常のご参拝は可能です。ただし、ご宿泊につ

いては、都内の感染者数が収まるまで、しばらくの間、受付いたしま

せんので、ご了承願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大本東京宣教センター

  

1111
月  

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

秋
季
合
同
慰
霊
祭
を
執
行

み
ろ
く
の
春

出
口
紅 
作
陶
展

東光苑オンライン講座
11⺼ 17日（水）19：00 〜

大本の南米宣教〜伯光苑編〜
　講師：藤本和治（大本インテルナツィーア所長）
　聖師様の「わしが守ってやるから心配するな。あと
から行くから支部をつくって膳立てをしておけ」との
言葉を受け、尾山照吉宣伝使一家がブラジルに第一歩
を踏み入れて、2024 年で 100 年目を迎えます。苦
難の中、地球の反対側で信仰の灯を守り続けてきた、
ブラジル宣教の歴史を紹介させていただきます。

大本東京本部ホームページでご覧ください！

　

東
光
苑
月
次
祭
（
長
寿
感
謝
祭
・
交
通
安

全
祈
願
）
な
ら
び
に
秋
季
合
同
慰
霊
祭
は
、

９
月
12
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
加

藤
道
明
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
東
京
都
が
緊
急
事
態
宣
言
中
の

た
め
、
一
般
の
参
拝
は
自
粛
を
呼
び
か
け
た

中
で
の
祭
典
と
な
っ
た
。

　

秋
季
合
同
慰
霊
祭
で
は
、
東
北
、
関
東
教

区
に
ゆ
か
り
あ
る
先
人
の
方
へ
の
ご
遺
徳

に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
霊
界
で
の

ご
活
躍
と
弥
栄
を
祈
念
し
た
＝
写
真
左
。

　

祭
員
は
本
部
職
員
が
、
大
本
神
諭
拝
読
を

西
山
桂
一
郎
愛
善
宣
教
課
長
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
直
心
会
を
代
表

第 30回第 30 回  家庭平安祈願祭家庭平安祈願祭
日　時日　時　　10 月 23 日（土）午前 10時 30 分10 月 23 日（土）午前 10時 30 分

場　所場　所　　東京宣教センター・ご神前東京宣教センター・ご神前

申　込申　込　　申込者は信徒・一般を問いません。ご申込者は信徒・一般を問いません。ご

本人に代わっての申し込みも可能です。本人に代わっての申し込みも可能です。

ご希望の方には申込書をお送りします。ご希望の方には申込書をお送りします。

所定の申込用紙に必要事項を明記の上、所定の申込用紙に必要事項を明記の上、

祭典玉串（任意）を添えて、所属の機祭典玉串（任意）を添えて、所属の機

関、または東京宣教センター祭務課「家関、または東京宣教センター祭務課「家

庭平安祈願祭」宛にお申込みください。庭平安祈願祭」宛にお申込みください。

締　切締　切　　10 月 18 日（月）必着10月 18 日（月）必着
その他　その他　ご祈願は祭典後１週間執行します。ご祈願は祭典後１週間執行します。

    

第第
２２
期期　　
開
催
開
催

期間 10.10 日 ― 12.20 月
　　　  ギャラリーおほもと（東光苑）

　　　　　　　　　　　　　　　  大本東京本部内

　    

お
作
品
を
入
替
え
て

お
作
品
を
入
替
え
て

し
て
椿
リ
ツ
茨
城
連
合
会
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
白
寿
、
米
寿
、
喜
寿
の
長
寿
対
象
者

に
祝
辞
。「
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
の
お
か
げ
で

今
の
私
た
ち
の
幸
せ
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

夢
や
目
標
を
持
ち
続
け
、
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
た
＝
写
真
左
。

　

な
お
、
本
年
の
東
北
教
区
の
長
寿
該
当
者

は
、
白
寿
3
人
、
米
寿
7
人
、
喜
寿
8
人
。

ま
た
関
東
教

区
の
長
寿
該

当
者
は
、
白

寿
8
人
、
米

寿
28
人
、
喜

寿
34
人
。


